
が
出
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
間
で
個
人
の
利
用
情

報
を
統
合
す
る
こ
と
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
よ
う

な
問
題
を
懸
念
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
側
も
、
個
人
情
報
保
護
法
の
下
で
、
厳
格
な
デ
ー
タ
の
管
理
を
要

求
さ
れ
て
お
り
、
事
故
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
な
個
人
認
証
の
仕
組
み

を
最
低
限
の
コ
ス
ト
で
構
築
・
運
用
す
る
方
法
が
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
個
人
の
認
証
に
関
す
る
技
術
は
、
情
報
化
社
会
の

中
の
重
要
な
基
盤
技
術
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
従
業
員
や
利
用
者

を
持
つ
組
織
（
自
治
体
、
企
業
、
学
校
な
ど
）
の
運
営
に
お
い
て
も
、

最
も
基
本
的
で
重
要
な
技
術
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
九
州

大
学
で
進
め
て
い
る
個
人
認
証
基
盤
の
開
発
の
現
状
を
紹
介
し
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

二
Ｐ
Ｉ
Ｄ
モ
デ
ル
と
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ
ム

九
州
大
学
で
は
、
学
内
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
学
内
業
務
の
効
率
化
、

お
よ
び
こ
れ
ら
の
情
報
化
に
対
応
す
る
共
通
的
な
個
人
認
証
基
盤
を

構
築
す
る
た
め
に
、
全
学
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
の
準
備
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
将
来
の
社
会
基
盤
と
な
り
得
る
新
し
い
認
証
基
盤
技
術

を
提
案
し
、
そ
れ
を
元
に
実
用
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
す

る
、
研
究
・
開
発
・
利
用
を
統
合
し
た
学
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

基
本
的
に
は
、

（
一
）
一
〇
年
以
上
有
効
な
安
定
し
た
枠
組
み

（
二
）
利
用
者
や
運
用
者
に
分
か
り
や
す
い
仕
組
み

（
三
）
個
人
情
報
保
護
が
や
り
や
す
い
仕
組
み

（
四
）
サ
ー
ビ
ス
の
更
新
や
技
術
革
新
へ
の
柔
軟
な
対
応

（
五
）
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
仕
組
み

を
考
え
て
い
ま
す
。
我
々
は
、
独
自
の
認
証
基
盤
と
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｄ

（
P
erso
n
a
l
ID
）モ
デ
ル
を
考
案
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｄ

（
M
ed
ia
In
d
ep
en
d
en
t
ID
）シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
大
学
が
発
行
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
将
来
は
携
帯
電
話
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ

デ
バ
イ
ス
に
も
搭
載
）
に
よ
り
、
学
内
の
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
や
予
期
せ
ぬ
事
故
に
よ

る
被
害
に
最
小
限
の
コ
ス
ト
で
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。
利
用
者
（
学
生
や
職
員
）
は
、
建
物
や
部
屋
へ
の
入
退
出
の
た

め
の
鍵
、
図
書
館
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
介
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
個
人
Ｉ
Ｄ
、

交
通

機
関

や
食

堂
・

購
買
部
を
利
用
す
る
際
の
電

子
マ
ネ
ー
な
ど
幅

広
い
用

途

に
こ
の
カ
ー
ド
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｐ
Ｉ
Ｄ
モ
デ
ル
は
、
Ｉ
Ｄ
の
発
行
者
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
、

利
用
者
の
三
者
か
ら
な
る
モ
デ
ル
で
す
（
図
１
参
照
）。
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一
情
報
化
時
代
の
個
人
認
証
基
盤

情
報
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、
社
会
の
隅
々
に
ま
で
情
報
技
術
が

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
が
自
動
的
に
利
用
者

を
認
証
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例

え
ば
、
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
金
融

取
引
、
建
物
や
部
屋
の
入
退
出
管
理
、
交
通
機
関
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
や
定
期

券
（
S
u
ica
な
ど
）
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
や
電

子
マ

ネ
ー

（
E
d
y
な
ど
）
、

催
し
物
の

チ
ケ

ッ
ト
や
利
用

券
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
の
利
用
や
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
我
々
の
日
常
生
活
の
中

で
、
情
報
技
術
を
用
い
た
個
人
や
個
人
が
持
つ
権
利
の
自
動
的
な
認

証
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
個
人
の
認
証

に
は
、
磁
気
カ
ー
ド
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
認
証
用
の
証
拠
の
提
示
、

指
紋
や
静
脈
を
用
い
た
生
体
認
証
、
Ｉ
Ｄ
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ

る
認
証
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
個
々

の
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
そ
の
方
法
が
異
な
り
、
利
用
者
の

負
担
が
大
き
く
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
財
布
の
中
の
カ
ー

ド
が
多
く
て
困
る
、
指
を
ケ
ガ
し
て
指
紋
認
証
が
使
え
な
い
、
パ
ス

ワ
ー
ド
が
多
す
ぎ
て
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
皆
さ
ん
も
思
い

当
た
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
庁
の
年
金
問
題
の
よ
う
に
、
認
証
の
基
盤
が
杜

撰
に
構
築
さ
れ
る
と
、
大
切
な
個
人
の
財
産
や
権
利
に
大
き
な
障
害
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●
事
例
紹
介

●

九
州
大
学
の
全
学
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

安
浦
寛
人

（
九
州
大
学
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）

池
田
大
輔

（
九
州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
・
准
教
授
）



su
b
ID
と
発
行
者
か
ら
も
ら
っ
た
su
b
ID
を
照
合
す
る
こ
と
で
正
規

の
利
用
者
で
あ
る
こ
と
を
認
証
し
ま
す
。
個
人
名
や
性
別
、
年
齢
、

住
所
な
ど
の
情
報
は
必
要
最
小
限
の
も
の
し
か
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
へ

は
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
入
退
室
管
理
の
場
合
、
入
出
の
権

利
の
有
無
の
情
報
だ
け
で
良
く
、
名
前
な
ど
の
個
人
デ
ー
タ
は
不
要

な
は
ず
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
へ
与
え
る
情
報
を

最
小
限
に
す
る
こ
と
で
、
事
故
の
際
の
個
人
情
報
の
漏
洩
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
個
人
情
報
保
護
の
た
め
の
対
策
コ
ス

ト
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。
持
っ
て
な
い
情
報
は
漏
洩
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
情
報
を
持
た
な
い
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

さ
ら
に
、
利
用
者
側
も
自
分
の
su
b
ID
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
知
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
正
し
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
で
あ

る
か
を
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
相
互
認
証
の
仕
組
み
は
、
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
の
な
り
す
ま
し
詐
欺
か
ら
利
用
者
を
守
る
方
法
と
し
て
、

今
後
重
要
に
な
り
ま
す
。

Ｐ
Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
概
念
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
だ
け
で
は
な
く
、
内

部
に
計
算
機
能
を
持
つ
携
帯
機
器
（
携
帯
電
話
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
端
子
に
接

続
す
る
機
器
な
ど
）
に
も
適
用
で
き
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
メ
デ
ィ

ア
に
依
存
し
な
い
Ｉ
Ｄ
の
仕
組
み
と
し
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
（
M
ed
ia

In
d
ep
en
d
en
t
ID
）
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）
。

情
報
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
今
後
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
形
態
は
ど
ん
ど
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図２ MIIDシステムの概略図

発
行
者
は
、
利
用
者
の
個
人
情
報
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
、
利
用

者
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。
一
般
に
は
、
大
学
の
よ
う
な
組
織

が
そ
こ
に
所
属
す
る
学
生
や
職
員
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
形
を
と

り
ま
す
。
こ
の
時
、
発
行
者
は
利
用
者
の
利
益
を
守
る
社
会
的
責
任

が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
ま
す
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
中
に
は
、
複
数

の
Ｉ
Ｄ
（
su
b
ID
と
呼
ぶ
）
が
含
ま
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
は
、
カ
ー

ド
内
の
集
積
回
路
（
Ｉ
Ｃ
）
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、

種
々
の
計
算
が
行
え
る
の
で
、
種
と
な
る
Ｉ
Ｄ
（
Ｐ
Ｉ
Ｄ
と
呼
ぶ
）

か
ら
、
異
な
る
su
b
ID
を
計
算
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
搭
載
す
る
こ
と
に

よ
り
、
た
く
さ
ん
の
su
b
ID
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
複
数
の

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な
る
su
b
ID

が
用
い
ら
れ
ま
す
。
万
一
あ
る
サ
ー
ビ
ス
で
su
b
ID
の
漏
洩
が
あ
っ
て

も
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
波
及
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
は
、
一
般
に
発
行
者
と
は
独
立
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
が
提
供
し
ま
す
（
発
行
者
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
一
体
と
な
る

場
合
も
含
む
）
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い

旨
を
発
行
者
に
連
絡
し
、
発
行
者
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
や
サ
ー
ビ
ス

が
、
利
用
者
に
と
っ
て
有
害
で
な
く
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る

か
を
判
断
し
て
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
渡
し
ま
す
。

こ
の
デ
ー
タ
に
は
、
各
利
用
者
の
当
該
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
su
b
ID

が
含
ま
れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
利
用
者
か
ら
提
示
さ
れ
る
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図１ PID（PersonalID）モデルのアイデア



年
か
ら
、
多
く
の
企
業
と

連
携
し
な
が
ら
技
術
開
発

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平

成
一
八
年
か
ら
は
、
経
済

産
業
省
の
「
デ
ジ
タ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実
証
実
験
事

業
」
を
受
託
し
、
学
外
も

巻
き
込
ん
だ
大
規
模
な
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

の
学
生
と
職
員
約
五
〇
〇

〇
名
に
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
証
と
呼
ぶ
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
配
布
し
ま
し
た
（
図

３
参
照
）。

現
在
は
、
伊
都
キ
ャ
ン

パ
ス
の
建
物
の
入
館
管
理
、

講
義
室
な
ど
の
入
室
管
理
、

理
系
図
書
館
へ
の
入
館
管

理
と
本
の
貸
出
し
管
理
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

キ
ャ
ン
パ
ス
や
駐
車
場
の
入
構
ゲ
ー
ト
、
学
生
の
証
明
書
発
行
、
各

種
教
務
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
管
理
な
ど
へ

の
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
に
関
し
て
は
、
経
理
シ
ス

テ
ム
や
成
績
登
録
シ
ス
テ
ム
な
ど
教
員
や
事
務
職
員
の
作
業
の
効
率

化
と
安
全
性
の
向
上
に
利
用
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
内
で
営
業
し
て
い
る
生
協
や
紀
伊
国
屋
書
店
で
の
支
払
い
も
、
デ

ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
証
で
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

利
用
者
の
銀
行
口
座
と
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

平
成
一
八
年
度
の
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実
証
実
験
事
業
」

の
中
で
は
、
学
外
の
六
〇
社
余
り
の
企
業
と
連
携
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
を

用
い
た
種
々
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
交
通
系
で
は
、
福
岡
市
営
地

下
鉄
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
昭
和
バ
ス
、
昭
和
タ
ク
シ
ー
の
協
力
を
得
て
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
証
に
回
数
券
や
定
期
券
の
機
能
を
持
た
せ

る
実
験
を
四
〇
日
に
渡
っ
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
都
キ
ャ
ン
パ

ス
周
辺
の
小
売
業
、
飲
食
業
、
理
髪
業
な
ど
種
々
の
店
舗
で
も
デ
ジ

タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
証
で
の
決
済
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
福
岡
市
内
の
複
数
の
大
学
が
連
携
し
て
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
を
利

用
し
た
認
証
基
盤
を
整
備
し
、
交
通
機
関
や
小
売
業
の
利
用
を
地
域

規
模
で
行
え
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
業
者
は
、
定
期

券
な
ど
の
発
行
を
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
コ
ス
ト
削

減
が
実
現
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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図３ デジタルコミュニティ証（左：教職員用、右：学生用）
デザインは、学内公募で募集

ん
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
度
に
Ｉ
Ｄ
の

仕
組
み
を
変
え
て
い
た
の
で
は
、
社
会
が
混
乱
し
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
の
仕

組
み
は
、
搭
載
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
と
は
無
関
係
に
、
長
期
間
安
定
的
に
利
用
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
よ
り
、
大
学

の
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
下
記
の
よ
う
な
点
が
有
利
に
な
り
ま
す
。

（
一
）
利
用
者
か
ら
見
た
利
点

＊
一
枚
の
カ
ー
ド
の
発
行
で
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
安
全
に
享
受

で
き
る
。

＊
発
行
者
（
大
学
）
へ
の
個
人
情
報
の
提
供
の
み
で
複
数
の
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
。

＊
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
で
事
故
が
発
生
し
て
も
他
の
サ
ー
ビ
ス
に

は
被
害
が
波
及
し
な
い
。

＊
サ
ー
ビ
ス
を
跨
い
だ
個
人
の
追
跡
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
。

＊
個
人
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
情
報
を
分
離
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
二
）
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
見
た
利
点

＊
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
Ｉ
Ｄ
の
発
行
や
個
人
情
報
の
収
集
を
行
わ

な
く
て
良
い
。

＊
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
に
見
合
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
投
資
で

も
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。

＊
利
用
者
の
正
当
性
の
保
証
は
、
発
行
者
に
任
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
三
）
発
行
者
か
ら
見
た
利
点

＊
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
監
督
で
き
る
の
で
、
利
用
者
を
保
護
し

や
す
い
。

＊
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
容
易
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
に

便
宜
を
図
り
や
す
い
。

も
ち
ろ
ん
、
一
枚
の
カ
ー
ド
に
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
が
集
約
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
カ
ー
ド
紛
失
時
の
リ
ス
ク
の
増
大
や
発
行
者
へ
の
情
報

集
中
に
よ
る
発
行
者
の
責
任
の
増
大
な
ど
欠
点
も
あ
り
ま
す
が
、
サ
ー

ビ
ス
ご
と
に
複
数
の
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
非
経
済
性
や
、
同
じ
Ｉ
Ｄ

で
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
事
故
の
際
の
被
害
の

波
及
の
増
大
な
ど
現
在
の
多
く
の
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
潜
在
的
な
弱

点
は
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
学
内
で
の
実
証
実
験

平
成
二
一
年
度
か
ら
の
全
学
の
本
格
採
用
に
向
け
て
、
平
成
一
六
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四
ま
と
め

個
人
認
証
の
技
術
は
、
今
後
の
情
報
化
社
会
の
中
で
重
要
な
基
盤

技
術
で
す
。
九
州
大
学
の
全
学
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
大
学
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
と
も
に
、
今
後
の
社
会

の
方
向
を
考
え
る
社
会
実
験
の
場
と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
と

考
え
ま
す
。

参
考
資
料

池
田
大
輔
、
安
浦
寛
人
、
「
全
学
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
学
内
実
証
実
験
報

告
と
そ
の
基
盤
技
術
に
つ
い
て
」
、
九
州
大
学
情
報
統
括
本
部
Ｉ
Ｔ
マ
ガ

ジ
ン
、
第
一
巻
第
一
号
、
一
三
～
二
一
頁
、
二
〇
〇
七
年
六
月

特集・情報化と学生支援

大学と学生 2007.9 30


